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６　チームワーク力　（３ワーク）





●目的


生活や仕事の様々な場面では、チームワークが必要です。「チームワーク力」では、チームにおける様々な役割の意味や意義について理解し、その場に応じて適切な役割や責任を果たそうとする力を身に付けます。また、相手の立場に立って考え、互いに支えあい取り組む姿勢を学びます。





●内容


◇集団の力を発揮する


６－①【基礎編】自分と相手を大切にしたかかわり　[解答ｐ.130]


集団で行動する時の基礎となる他者への関わり方の姿勢を、聞き手、および話し手の立場から考え、お互いを尊重した表現方法を学ぶワーク


６－②【応用編】社会の中での役割を理解しよう　[解答ｐ.131]


役割とは何か、どんな役割があってどう果たせばよいかを身近な例から考え、自己の果たすべき役割や取り組みなどについて認識を深めるワーク


６－③【発展編】みんなで協力して取り組もう　[解答ｐ.131]


他者への関わり方や各々の役割を理解した上で、グループでの話し合いを通して1つの課題に協力して取り組む姿勢を養うワーク
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●概要


「チームワーク力」では、実際に少人数で行うグループワークを【基礎編】、【応用編】、【発展編】のすべてで取り入れています。実際の体験を通し、自分で感じることを大切にしています。





●具体的活用法・留意点など


【基礎編】


高校生活で経験するだろう身近な例を取り上げており、様々なテーマに置き換え応用していただけます。





【応用編】と【発展編】


文化祭や体育祭、修学旅行、クラブ活動など学校行事やクラス活動と関連させて活用してください。たとえば、クラスで何か決めるホームルームにおいても、少人数で話し合ってそれぞれが納得、理解してからクラス全体での意見集約をはかれば、集団の中でも積極的に取り組もうという認識も深まるのではないかと思われます。


特に【発展編】においては、グループごとの目的に応じた結論を、話し合いでメンバー全員が納得して決めていくプロセスを重視して実施してください。
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